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   レジュメ 

１．人類共有地からの俯瞰 

２．地政学、グローバリゼーション、ＤＵＴ 

３．なぜ、いま海洋監視か 

４．海洋のための宇宙利用の歴史 

５．人工衛星からの観測、現状と動向 

６．我が国の現状 

７．将来を展望する 

８．我が国の挑戦課題 

附録：リモセン衛星が捉えた船舶事例 
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   「人類共有地の拡大」という進化 

サ
イ
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2000（起点） 5 50 500 5000 5万 

・四大文明 
・出アフリカ 

・大航海時代 

・大量輸送 
 時代 

Local 
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Global 
Commons 

Global 
Commons 

ビッグ 
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時代 

・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 

・GPS 

コモンズ 
ではなくなった 

Regional 
Commons 

居住 

物流 
 
 

通信 
 

   

情報 
 
 
 

コモンズの拡大 

モビリティの拡大 

グロ－バルかつ光速へ 

・船舶 
・鉄道 
・自動車 
・航空機 

・電波伝搬 
（宇宙・航空） 
・海底ｹｰﾌﾞﾙ 
・光ｹｰﾌﾞﾙ 

・ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 
・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 
・GPS 
・ﾘﾓｾﾝ衛星 
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  海洋と宇宙、サイバーの関係 

－3－ 

情報サービス 

空域 

海域 陸域 

Space 

≪人類活動領域≫ 

観測・監視 

≪システム展開の場≫ 

≪情報活用の場≫ 
≪観測・監視の対象≫ 

Cyber 

情報 
融合 

     ≪情報の蓄積、流通の場≫  

Big Data 

SA 

※SA：状況認識（Situational Awareness） 

地理空間情報 
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Ｇｅｏｐｏｌｉｔｉｃｓ Ａｓｔｒｏｐｏｌｉｔｉｃｓ 

物流革命（海上輸送） 
情報革命（宇宙・サイバー） 

グローバリゼーションの進展 

〔※〕「進化する地政学－陸、海、空 

   そして宇宙へ」、五月書房参照 

21世紀 

シーパワー 
Alfred T. Mahan 
（1840-1914） 

大航海時代～ 

世界大戦の時代 

冷戦崩壊、湾岸戦争 

ランドパワー 
Halford J. Mackinder 

（1861-1947） 

同（陸上輸送） 

同（航空輸送） 

地
政
学
の
進
化 

エアパワー 
Benjamin S. Lambeth 

スペースパワー 
Eberett C. Dolman 

インフォパワー 
David J. Lonsdale 

地政学の変遷 

グローバリゼーションは物流革命と情報革命がもたらした！ 

宇宙は、経済活動及び安全保障における戦略的共有地となった！ 
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  宇宙/サイバーを開拓したＤＵＴ  

そ
し
て
、
何
れ
も
人
類
の
公
共
財
と
な
っ
た
。 

1960 1970 1980 1990 2000～ 

〔注〕DUT：デュアルユース技術、ARPA：DARPAの前身、NSF：National Science Foundation 

☆1957スプートニク・ショック ☆1983大韓航空機撃墜事件 

☆1958海軍ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 
☆1963空軍ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

☆1973 国防総省統合ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

☆1978 GPS衛星開発 

☆1983民間へ開放 

☆1991本格運用 
 （湾岸戦争発生） ＧＰＳ開発の歴史 

・GPS民間開放の契機となった！ ・何れもこのショックから始まった！ 

★巨額の開発費が投じられ、終始「軍」主導で進められた 

☆1960  
J. Licklider 
「人とｺﾝﾋﾟｭｰﾀの共生」発表 

☆1969 ARPANET ☆1985 NSF Net ☆1995民間移管 

☆1974 ARPA/ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大  
 TCP/IP開発 

☆1990欧州原子力研究機構  
 WWW公開 

☆1995Windows95 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ開発の歴史 

☆1969 ｶﾘﾌｫﾙﾆｱ大/ｽﾀﾝﾌｫｰﾄﾞ大通信実験 

★アカデミックなコンセプトを起点とし、産学官連携、国際連携で進んだ 

◇二つのＤＵＴは、共通の起点を持ち、対極の開発経緯を辿った。 
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   海洋監視のグローバルな課題 

◇北極海  
 海氷観測 

国土交通省 

◇航空機遭難事故の捜索 

◇海賊の監視 

Kaizokukawaraban.blog.fc2.com 

Blogs.yahoo.co.jp 

◇津波と流出物の監視 

◇海底油田事故と 
  流出油監視 

◇要衝海域の常続的監視 

海上保安庁 

◇船舶の監視 

MDA： 
Maritime Domain Awareness 
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   なぜ、いま海洋監視か 

◇昨今、国際情勢は不安定化し、自然災害の激甚化が目立つ 

◇グローバルでリアルタイムの海洋状況認識ニーズが高まった 

〔注〕DWH: メキシコ湾海上石油基地爆発事故（Deep Water Horizon） 

・マイクロ波高度計 
・マイクロ波散乱系 
・マイクロ波放射計 
・光学（可視、赤外） 

≪課題≫ 

・尖閣等 不測事態 

・不審船、三密 

・9.11 テロ 

・アデン湾海賊 

・DWH海洋汚染 

・3.11 地震・津波 

・北極海航路 

・地球規模の海洋循環 

・地球温暖化 

・生物多様性 

≪監視観測対象≫ 

・ 

・ 

・ 

・ 

・流出油 

・流出物 

・海氷 

・潮流、海温等 

・温暖化ガス分布 

・プランクトン等 

事
件 

・
事
故 

自
然 
・ 

環
境 

・合成開口レーダ 
 （SAR） 
・光学センサー 
 （可視、赤外） 

≪主なセンサー≫ 

人
工
物 
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   海洋のための宇宙利用 歴史と動向 

・環境と開発の国連会議UNCED 
 （1992） 

☆GEOSS 10年実施計画 

・持続可能な開発ヨハネスブルグサミットWSSD 
 （2002） 

☆大統領指示 NSPD-41/HSPD-13（04.12） ★9.11 

☆海事ｾｷｭﾘﾃｨ国家戦略NSMS（05.9） 

☆C-SIGMA構想（10.6） 

GEOSS 

☆GMES構想（1998） 

☆GMES欧州行動計画2001-03 
☆GMESﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ 

Copernicus 

MDA 

C-SIGMA 

欧州 

米国 

北米・欧州 

国連・サミット 

GMDSS: Global Maritime Distress 
       and Safety System 
GEOSS: Global Earth Observation   
      System of Systems 
GMES: Global Monitoring for  
               Environment and Security 
MDA: Maritime Domain Awareness 
C-SIGMA:  Collaboration in Space  for International 
                     Global Maritime Awareness 

1990 2000 2010 

1910 20 30 40 50 60 70 80 90 2000 2010 

☆GMDSS 
・INMARSAT（衛星通信） 

・SOLAS改正 
 （GMDSS盛込） 

GMDSS ☆SOLAS ・SOLAS修正、発効 
 （無線設備の設置） 

ＩＭＯ ★タイタニック 

－8－ 
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   欧州：Ｃｏｐｅｒｎｉｃｕｓ（旧ＧＭＥＳ）  

◇戦略プログラム 
 ①インフラはEU共有資産、運用は多目的、情報は共用 
 ②単なる研究プログラムでなく、経済プログラムである 
   →投資：23億€（EUが28%、EU諸国が72%負担） 
   →経済効果：1300億€（2006-2030）を目論む 

 ③政治的戦略性をめざす 
 ④長期運用と計画的な新技術開発を同時促進 
 ⑤情報共有化による欧州全体の経済成長を刺激 

◇産学官連携によるスパイラルな推進 
  ・実証研究→成果公開→評価→計画に反映→・・・ 

◆６つのサービス 
 １．観測情報提供 

 

 

 

 

 ２．領域横断プログラム 

 

 
  

海域監視 

陸域監視 

大気監視 

緊急事態管理 

セキュリティ 

気候変動活動 

◆2014から完全運用開始 

◇欧州はＥＵの枠組みの中で、タフな調整を重ねてＧＭＥＳ構想を 
  練り上げ、長期戦略として計画的に推進してきた 
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   米国：ＭＤＡ 

★2001.9.11同時多発テロ 

  ・2001.10  NSPD-9（Combating Terrorism）   

     ☆対テロ戦争GWOT（Global War on Terrorism）を宣言 
         →2001.10 アフガン戦争・・・    

  ・2002.11  国土安全保障省DHS設立 18万人 

  ・2003.2  HSPD-5（Management of Domestic Incidents） 

     ☆CBRNEテロ攻撃に対する 国土防護体制構築を指示 
       ・CBRNE：Chemical, Biological, Radiological, Nuclear, Explosive 

  ・2004.12  NSPD-41/HSPD-13（Maritime Security Policy） 

  ・2005.9  NSMS（National Strategy for Maritime Security） 

     ☆海からの脅威に対し、MDA（ Maritime Domain Awareness ）の構築を指示 

－10－ 

◇MDAは、「米国の安全保障、安全、経済、環境にインパクトを与えるグローバルな 
  海事領域に関連する全ての事柄を効果的に理解すること」である。 

補足：NSPD/HSPDは 
G. W. Bush大統領が 
発行した指示書 
NSPD：国家安全保障 
HSPD：国土防護 
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国際連携の枠組：Ｃ-ＳＩＧＭＡ  

Collaboration in Space for International Global Maritime Awareness 

（グローバルな海洋状況認識のための宇宙における国際協力） 

◇目的 

 ・海洋航行の安全と安全保障 

◇実現手段（画期的着眼） 

 ・各国が運用する沿岸域の監視システム 
  衛星AIS、非軍事監視衛星の連携と 
  国際的なデータ相互利用 

◇C-SIGMAとは  

 ・海事監視情報の相互利用とアクセスを 
  実現するための国際的な枠組み作り 

◇C-SIGMA開催経緯  

 ・2011年早期に、欧州委員会/米国間で推進について合意 
 ・2011.6ESA、2012.5NATO、同.11カナダ大使館（W.DC）、2013.6アイルランド 
 →2014.12.8-9に、第5回の東京開催（霞が関ビル）が決定 

－11－ 
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人工衛星の基本知識 

初速度V ・if V＜V1 →弾道落下 
・if V1≦V＜V2 
       →人工衛星 
・if V＞V2 →重力脱出 

・V1：第1宇宙速度 
  ＝約7.9km/s 
・V2：第2宇宙速度 
  ＝約11.2km/s 

- sugatsune.co.jp - 

◇人工衛星の軌道 

  ・地球の重力で落下しないよう 
   低軌道程、高速で周回 

  ・赤道上、高度35,786kmで、 
   回転速度＝地球の自転 
   （静止軌道） 

◇リモートセンシングのスペクトル 

  ①光学系：可視～赤外 
   （陸域・海域からの輻射を観測） 

  ②レーダ（SAR）系：L帯、C帯、X帯 

  ③マイクロ波放射計：マイクロ波 
   ～ミリ波帯の複数スペクトル 

① ③ ② 
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  地球観測の仕組み 

周回時間（分） 

100 

90 

400 600 800 
衛星高度（km） 出典（独）情報処理推進機構 

◇衛星は南北に周回、地球は東西に自転 
  →地球観測は自ずからグローバルかつ地理空間情報形式 

◇リモセン衛星の大半が「太陽同期の極軌道」 
  →太陽と衛星軌道面の関係は年間を通じて不変、常に同じ時刻に撮像可能 

・衛星高度は400-800km、地球を 
 南北に約90-100分で周回する。 
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海洋監視イメージ 

◇我が国領海～EEZ～中東からのシーレーン、更には北極海に至る 
  広大な海域を常続的に監視する手段はリモセン衛星にない！ 

◇ただし、船舶等の動態監視には、少なくとも3時間程度の観測頻度が必要 

Google Earth 

※右図は、光学衛星（赤）、SAR衛星（青、軌道傾斜角55°）各8機（2軌道に4機配置）が3時間の間に飛来する概念図 

6000km 

10,000km 
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世界の軍事衛星 

Union of Concerned Scientists, http://www.ucsusa.org 

UCS Satellite Database, Includes launches through 1/1/2012 

Helios 2A/2B（仏） 

Helios 1A（仏） 

Worldview 1（米） 

Worldview 2（米） 
Yaogan 3（中） 

SB-WASS（米） Lotos-S（露） 

Tselina-2（露） 

COSMO-Skymed 1/2/3/4（伊） 

Zhangguo Ziyuan 2B（中） 

SBSS-1（米） 

SAR-Lupe1/2/3/4/5（独） 

CartoSat 2A（印） 

Yaogan 2（中） 

Formosat-2（台） 

TES（印） 
DMSP 5D-2/3（米） 

ELISA-E/W（仏） 

日本 

日本 日本 日本 

試験用小型衛星 

静止衛星、超大型偵察衛星等、特殊衛星を除く、世界の軍事衛星（2011年12月時点） 

主要なリモセン衛星はこの領域に存在 

〔参考〕本図枠外の特殊衛星 

・静止衛星：高度約36,000km 
        質量1-6トン 

・超大型偵察衛星：質量14-18トン 
        高度約600-800km 
・航法衛星：高度約20,000km 
        質量約1-3トン 

－15－ 
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リモセン衛星の方向性  

ソ連 

アメリカ 

フランス 

日本 

中国 

イギリス 
インド 

イスラエル 
イラン 

1957 

1958 

1965 

1970.2 

1970.4 

○※ 

○ 

→ESA 

○ 

○ 

インド 
イスラエル 
イラン 
ESA 

1971 
1980 
1988 
2009 

◇宇宙開発の時代 

国 打上 能力保有 

〔注〕衛星開発・打上能力保有国 
  ※ロシア、ウクライナ 

◇利用促進の時代 
  ・衛星は各省の「虎の子」資産 
   →政府全体で共有・共用へ 

◇さらに、国際連携へ 
  ・欧州ESA、GMESは地域連携 

  ・北米、MDAはカナダが開発・運用 
   米国と連携 

  ・欧州とカナダは、次世代リモセン 
   衛星（Sentinel⇔RCM）で連携 

  ・欧米で、C-SIGMAで非軍事衛星 
   の相互利用について協議 

→ 

→
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我が国の現状１ 
  

◇民間の動き（2009-2014） 

   ・2009-10:当NPO自主研究 

    「海洋監視衛星システムの研究」 

   ・2011-12：JAXA「海洋・宇宙連携」委員会 
    活動、2012.3に報告書を発刊 

   ・2012-13：OPRF「海洋への衛星利用に 
    関する調査研究」委員会活動、2013.3 
    に報告書を発刊（当NPO支援） 

   ・2014.1：神戸大学で、「海洋と宇宙に 
    関する産学連携セミナー」、第1回開催 

   ・2014.8：横浜国立大学で、同セミナー 
    第2回開催 

－17－ 
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我が国の現状２  

◇行政の動き（2014） 

   ・自民党の宇宙と海洋の二つの小委員会においてMDAを取り上げて討議 

   ・5月に開催された日米包括的宇宙協議において、連携してMDAに取り組む 
    ことで合意し、5/9に共同声明を公表 

   ・5/22に、総合海洋政策本部 参与会議が意見書をまとめ山本大臣に提出し 
    MDAの定義と、我が国が取り組むべきMDAを明示 

   ・8/20に、宇宙政策委員会が基本政策部会がまとめた中間取りまとめを了承 

   ・8/26に、自民党「宇宙・海洋開発特別委員会」が、「国家戦略の遂行に 
    向けた宇宙総合戦略」の提言を発表 

   ・8/28に、防衛省が「宇宙開発利用に関する基本方針」を5年ぶりに改定 

   ・9/12に、宇宙開発戦略本部会合で安倍総理が宇宙基本計画の見直しを指示 

◇◇◇一斉に動き出した感あり、ただし欧米に対し１０年の遅れ！ 

－18－ 
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２．海洋調査・海洋情報の一元化・公開について 

（２）MDA（海洋状況把握／海洋領域認識）の実現 

  ・ＭＤＡの定義：グローバルな海洋情報をリアルタイムで共有する取組であり、 

   海からの様々な人為的・自然的脅威へ対応するために重要である。 

  ・日本が目指すＭＤＡ：国際法に基づくグローバル・コモンズの一つとして、 

   海洋の自由の確保に貢献するため、海洋安全保障、海上安全、海洋産業 

   振興、海洋環境保全にとって脅威となりうる海洋に関連するすべての事象・ 

   現象・活動について、国際協力のもと、グローバルな規模で効果的に把握する 

   方策及びそのための体制として、基本コンセプトをまとめることが妥当である。 

  ・今後の取組：リアルタイム性とグローバル性の要求から、宇宙も利用した 

   海洋調査と海洋情報一元化・公開の取組となるため、内閣官房国家安全 

   保障局、内閣官房総合海洋政策本部事務局、内閣府宇宙戦略室等、関係 

   組織が連携した体制の下で検討を深める必要がある。 

（参考）参与会議意見書要点  

－19－ 
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１．現状認識 

  ・現行「宇宙基本計画」策定後、安全保障政策を中心に、我が国宇宙政策を 
   取り巻く環境は大きく変化しており、これらの環境変化を受け「安全保障政策 
   と連携した宇宙政策の在り方（日本版NSSS）」及び「宇宙開発利用及び基盤 
   整備に関する中長期ビジョン」策定の必要性が指摘されている。 
                                                                                           〔注〕NSSS：National Security Space Strategy 

２．我が国宇宙政策が直面する変化 

  ・国家安全保障の基本方針として、宇宙、海洋、サイバー等の関連政策の指針 
   となる「国家安全保障戦略」が平成25年12月に策定された。 

３．検討すべき項目－（２）②宇宙利用ニーズに関する施策 

  ・ＭＤＡへの宇宙の活用について、内閣府、国家安全保障局、総合海洋政策 
   本部事務局、内閣衛星情報センター、防衛省、海上保安庁等の関係府省が 
   連携し、人工衛星・航空機・船舶等の各種プラットフォームから得られる情報 
   の政府内における動的な統合・処理・共有・活用等を含めた総合的な強化策 
   の一環として、検討を行う。 

（参考）中間取りまとめ（抜粋）  

－20－ 
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今後の重点的取組： 

（参考）宇宙開発利用の基本方針（要点）  

「活動空間」 
の視点 

「基盤空間」 
の視点 

「対処空間」 
の視点 

宇宙空間の 
安定確保 

多様な人工衛星を活用して衛星画像を重層的に取得し、継続的 
かつ広範囲の情報収集効果を得る 

人工衛星は、指揮統制・情報通信機能、測位機能を確保する上で 
代替困難な重要インフラであり、重要性は一層高まる見込み 

北朝鮮のミサイル能力向上を踏まえ、弾道ミサイル防衛能力を 
強化 

増加する宇宙ゴミとの衝突の蓋然性が高まる他、ASAT兵器の開
発進展を踏まえると、人工衛星は高価値の攻撃目標となる恐れ 

防衛省・自衛隊では、多様な任務を効果的かつ効率的に遂行していくため、 
「活動、基盤、対処空間」の３つの視点から宇宙開発利用を推進するとともに、 
宇宙空間の安定を確保 

－21－ 
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国家予算の限界 

複雑性ギャップの限界 

物
理
空
間
の
限
界 

移
動
速
度
の
限
界 

  人類史上最大の転換点  

①「拡大の時代」 
 が終焉 

②「官頼みの時代」 
 が終焉 

③一方、テクノロジー 
 の革新は更に加速 

⑤システムの複雑性 
 はやがて臨界点に   

④ビッグデータ 
 は更に増大 

－22－ 
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  日本のビッグテーマ  

◇対象： 
 ・地球環境 
 ・資源 
 ・生態系 
 ・人類活動 
 ・脅威 
 
◇着眼： 
 宇宙利用と 
 サイバー活用 
 による 
 付加価値創造 

◇テクノロジー： 
   ・ＧＥＯＩＮＴ 
   
   
  ◇目標： 

   多様なサービス 
   の提供、 
   ビジネス創造、 
   国際的主導権   

GEOINT：Geospatial Intelligence＝地理空間情報＋インテリジェンス 

舞台は海 

めざすは、海洋情報利用大国 

－23－ 

◇役割：「人類共通の課題」のイノベータ 
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海洋ビッグデータの可能性  

＜自然現象＞ 

宇宙 

大気圏 

地上 

海上 

海中 

地中 

・太陽活動、惑星運動 
 隕石等 

海洋 
循環 

水・ 
炭素 
循環 

気象 
海象 

・火山活動 

生
態
系 

人
類
活
動 

地球環境データ（気象、海洋等） 

生物活動 

活動 
センサー 
情報 
融合 

MDA 
情報 

予報 
警報 

ﾘｽｸ 
情報 

通信 
ﾃﾞｰﾀ 

ｻｲﾊﾞｰ 
予 
測 

測位 
ﾃﾞｰﾀ 

海洋ビッグ 
データ 

海洋情報 
利用 

可 
視 
化 

分 
析 
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我が国の挑戦課題  

◇「課題先進国」としての使命と、「地の利」の最大活用 

   ・人類共通の困難な課題ほど、その先に大きな未来がある 
   ・課題解決と、その先の「利用ビジネス開拓」にこそ日本の役割がある 

◇政治的戦略性 
   ・経済戦略性に加え、国際社会に対する政治的戦略性 

   →→シンクタンクの戦力化（国家戦略に係るデザインを分担） 

◇ビッグテーマを推進するスキーム 
   ・汎省庁での、「インフラ共有、情報共用、ビジネス共創」を推進 

   →→官を先頭にした「雁のV字編隊」に代わる、新たな産学連携スキーム 

◇ビッグデータ時代のマインド 

   ・「官：現状維持、産：官頼み、学：安全保障忌避」からの脱却 

   →→課題先進国として、人類共通の課題解決のフロントランナーを担う意思 

－25－ 
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参考資料  

衛星を利用した海洋監視の事例 

           ・欧州における開発・運用事例 

           ・本NPOにおける研究事例 
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 船舶監視（監視衛星＋ＡＩＳ）  

緑シンボル： 
 独TerraSAR-X衛星が 
 捉えた船舶 

□陸上AIS局が受信した 
 船舶 

□□□：衛星AISが受信 

 した船舶 

〔説明〕AIS報告は総トン 
数300t超の船舶に義務
づけられている。 

出典：SeaSAR2012HP 

□SAR画像とAISデータを融合・相関することで、意図的に報告しない船舶の判別が可能 

－附1－ 
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船舶の追跡（衛星ＡＩＳ）  

〔説明〕 
・衛星AISで船舶の航跡を 
 追跡すると、何時、何処 
 に停泊し経由したかを 
 知ることができる。 

出典：SeaSAR2012HP 

□AISデータと船舶データベースを照合することで、船舶の経歴情報等が得られる。 

－附2－ 



CO-JASPA  Proprietary 

流出油監視  

出典：SeaSAR2012HP 

◇ＣｌｅａｎＳｅａＮｅｔ： 
  ・欧州全海域 
  ・SAR衛星で監視し 
   航空機を急派 
  ・沿岸26ヵ国が参加 

－附3－ 

衛星による
観測回数/月 

4年弱の間
の検出数 
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  豪華客船（ＳＡＲ⇔光学画像比較）  

Costa Concordia Emergency 出典：SeaSAR2012HP 

米WorldView-2衛星 
光学画像、2012.1.19 

独COSMO SkyMed衛星レーダ画像 

－附4－ 
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タンカー及びコンテナ船  

全長：約296m 
全幅：約38m 
空間分解能：1m 

COSMO-SkyMed画像 
提供：日本ｽﾍﾟｰｽｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ 

全長：約246m 
全幅：約43m 
空間分解能：1m 

衛星からの観測方向 

衛星の飛行方向 

－附5－ 

ＮＰＯ研究事例 

ＳＡＲ画像 
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空母 

横須賀港に停泊する空母ジョージワシントン（全長330m） 
空母の場合、レーダ波を全反射し易い構造をしており、強いゴーストが発生し 
細部構造の掌握が困難 

Google earth 

PALSAR（L帯,分解能10m） COSMO-SkyMed（X帯,分解能1m） 

－附6－ 

ＮＰＯ研究事例 

ＳＡＲ画像 
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コンテナ船  

Google earth 

Tugboat? 

PALSAR 

（L帯,分解能10m） 

COSMO-SkyMed 

（X帯,分解能1m） 

TerraSAR-X 

（X帯,分解能1m） 

TerraSAR-X画像 
提供（株）PASCO 

COSMO-SkyMed画像 
提供：日本ｽﾍﾟｰｽｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ 

空間分解能10m級でも船舶の特定、船長の測定は可能。 
            1m級なら船舶構造の認識も可能 

－附7－ 

ＮＰＯ研究事例 

ＳＡＲ画像 
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中小船舶  

（c）PASCO 

Spotlightモード 
空間分解能1m 

Stripmapモード 
空間分解能3m 

航空写真 

TerraSAR-X画像 （c）Infoterra GmbH, Distribution [PASCO] （c）Infoterra GmbH, Distribution [PASCO] 

（c）PASCO 

約26m 

約12m 

（c）PASCO ■横浜海上保安部に 
 停泊中の船舶を 
 分解能の異なるSAR 
 モードで撮像した事例 
 （PASCO提供） 

－附8－ 

ＮＰＯ研究事例 

ＳＡＲ画像 
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（c）PASCO 

■横須賀市大楠漁港の小型船舶 

◇全長約9mの小型船舶を捉えているが、 

 画像は鮮明ではない。 

（c）PASCO 

約9m 

航空写真 

（c）Infoterra GmbH TerraSAR-X画像 

提供（株）PASCO 

空間分解能1.7m 

漁港の小型船舶  

－附9－ 

ＮＰＯ研究事例 

ＳＡＲ画像 
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光学衛星画像  

■東京湾川崎港 WorldView-2衛星で撮影
（株）日立製作所提供 

©DigitalGlobe 

©DigitalGlobe 

©DigitalGlobe 

©DigitalGlobe 

©DigitalGlobe 

©DigitalGlobe 

A 
A 

B 

B 

C 

C 

D 

D 

■昼間の晴天時なら、 
 船舶の識別も十分可能 

－附10－ 

ＮＰＯ研究事例 
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ウェーキ検出  

PALSAR画像 

Google写真 

◇ウェーキ観測により、船舶 
 検出及び追尾が容易に 

－附11－ 

ＮＰＯ研究事例 
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   ＤＷＨ事故海域の観測 

■事故（2010.4.20）の8日前に、我が国のSAR衛星「だいち」PALSAR撮像 

■事故（2010.4.20）の9日後に、再びPALSAR撮像 

DWH 

Google 

採掘基地の 
SAR画像 

作業船の 
SAR画像 

－附12－ 

ＮＰＯ研究事例 


